ケーススタディ : 七味唐辛子の伝統的ブランド「八幡屋磯五郎」 by 梶原 勝美







































表 1、参照）（注 3）。 
 
図表 1 日本三大七味唐辛子の七味 
やげん堀 
（東京） 
赤唐辛子（生） 赤唐辛子（焙煎） 粉山椒 黒胡麻 陳皮 けしの実 麻の実 
八幡屋磯五郎 
（長野） 
赤唐辛子（乾燥） 生姜 粉山椒 黒胡麻 陳皮 青紫蘇 麻の実 
七味屋本舗 
（京都） 























































































































－ 154 － 
テレビ CM。「時には使われない日もある：定食屋編」「おいしいのはお蕎麦」など七味唐辛
子のユニークなテレビ CM を放映。前者のシリーズは ACC 地域ファイナリスト賞を受賞し、



































たとえば、前述したダイエー向ケ丘店で調べた七味唐辛子のブランド比較は図表 2 に示される。 
 
図表 2 七味唐辛子のブランド比較 
ブランド 表記 数量 (税抜)価格 (税込)価格 賞味期限 
「八幡屋磯五郎」 販売者 14ｇ 341 円 368 円 2016/6/8 
「やげん堀」 製造者 16ｇ 380 円 410 円 2017/8 
「SB｝ 製造者 15ｇ 118 円 127 円 2018/5/10 
「ハウス」  10ｇ 148 円 159 円  
「トップバリュ」 販売者 27ｇ 93 円 100 円 2017/2/15 
（2015/10/9、ダイエー向ケ丘店）（注 21） 


















－ 156 － 
ランド化がなされていないモノ商品としての七味唐辛子を購入するものと思われる。 








































































注 22、「SB 七味唐辛子」は 100 円ローソンでは税抜き 100 円、税込み 108 円で売られている。 
注 23、長野経済研究所、前掲書、pp.185-186。 
注 24、梶原勝美『ブランド・マーケティング研究序説Ⅰ』pp.281-283、創成社、2010 年。 
－ 158 － 
注 25、専修大学兼任講師、魏聖銓先生のコメント。 
注 26、専修大学商学部の中国人留学生、叶云鵬君のコメント。 
注 27、 その際、「八幡屋磯五郎」がグローバル・ブランドに発展するための鍵がネーミングにあると思
われる。たとえば、「キッコーマン」（亀甲萬）はグローバルには「Kikkoman」と表記されている
が、いったい、「八幡屋磯五郎」は何と表記すれば最適となるのであろうか。漢字圏では通用す
ると思われるが、それ以外の多くの国々にとって、ブランド・ネームが問題となる可能性が十分
考えられる。 
